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3
月
定
例
会
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
10

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
新
し
い
本
市
の

総
合
計
画
『
新
・
理
想
郷
プ
ラ
ン
』
を
提

案
し
、「
元
気
創
造
」「
若
者
定
住
促
進
」「
生

涯
現
役
」
の
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重

点
戦
略
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
「
元
気
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
地

域
資
源
を
生
か
し
た
新
商
品
の
開
発
や
6

次
産
業
化
の
推
進
な
ど
新
た
な
産
業
や
雇

用
の
創
出
と
と
も
に
、
空
き
家
や
空
き
店
舗

の
改
修
も
含
め
た
創
業
支
援
事
業
に
も
取

り
組
み
、地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
も
の
づ
く
り
条
例
」
を
具
現

化
す
べ
く
、〝
も
の
づ
く
り
の
里
構
想
〞
の

実
現
に
向
け
、
近
畿
大
学
工
業
高
等
専
門

学
校
を
中
心
と
す
る
民
産
学
官
の
連
携
に
、

新
た
に
金
融
機
関
に
も
参
画
を
い
た
だ
き
、

名
張
市
民
産
学
金
官
連
携
推
進
協
議
会
と

し
て
進
化
・
発
展
さ
せ
、
実
施
戦
略
の
策

定
と
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
東
大
和
西
三
重
エ
リ
ア
に

　

さ
ら
に
は
、
東
大
和
西
三
重
エ
リ
ア
に

お
け
る
〝
修
験
道
〞
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た

お
け
る
〝
修
験
道
〞
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た

な
観
光
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
外
国
人
を

な
観
光
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
外
国
人
を

含
む
観
光
客
の
誘
致
に
努
め
る
と
と
も
に
、

含
む
観
光
客
の
誘
致
に
努
め
る
と
と
も
に
、

名
張
の
元
気
と
活
力
を
全
国
発
信
し
ま
す
。

名
張
の
元
気
と
活
力
を
全
国
発
信
し
ま
す
。

　
「
若
者
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、

　
「
若
者
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、

本
年
本
年
99
月
か
ら
通
院
医
療
費
助
成
の
対
象

月
か
ら
通
院
医
療
費
助
成
の
対
象

範
囲
を
中
学

範
囲
を
中
学
33
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第

　

ま
た
、
第
33
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化

子
以
降
の
保
育
料
無
償
化

対
象
年
齢
制
限
の
撤
廃
や
、
待
機
児
童
の

対
象
年
齢
制
限
の
撤
廃
や
、
待
機
児
童
の

解
消
に
向
け
た
既
存
保
育
所
等
施
設
の
整

解
消
に
向
け
た
既
存
保
育
所
等
施
設
の
整

備
・
充
実
、
各
種
地
域
型
保
育
事
業
の
新

備
・
充
実
、
各
種
地
域
型
保
育
事
業
の
新

規
開
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

規
開
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

加
え
て
、

　

加
え
て
、
99
年
間
の
義
務
教
育
課
程
に

年
間
の
義
務
教
育
課
程
に

対
し
、

対
し
、
44
‐‐
55
制
の
小
中
一
貫
教
育
の
導

制
の
小
中
一
貫
教
育
の
導

入
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

入
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
55
歳
児
を
義

歳
児
を
義

務
教
育
化
し
た

務
教
育
化
し
た
55
‐‐
55
制
に
向
け
た
体
制

制
に
向
け
た
体
制

整
備
な
ど
、
特
色
の
あ
る
教
育
を
推
進
し

整
備
な
ど
、
特
色
の
あ
る
教
育
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
市
立
病
院
へ
の
産
科
設
置

　

さ
ら
に
は
、
市
立
病
院
へ
の
産
科
設
置

に
向
け
て
の
検
討
・
準
備
を
進
め
る
な
ど
、

に
向
け
て
の
検
討
・
準
備
を
進
め
る
な
ど
、

若
い
世
代
が
安
心
し
て
働
き
、
結
婚
・
住

若
い
世
代
が
安
心
し
て
働
き
、
結
婚
・
住

ま
い
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
・
教
育
を

ま
い
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
・
教
育
を

切
れ
目
な
く
支
援
し
て
い
け
る
よ
う
環
境

切
れ
目
な
く
支
援
し
て
い
け
る
よ
う
環
境

の
整
備
に
取
組
み
ま
す
。

の
整
備
に
取
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
空
家
バ
ン
ク
の
創
設
や
住
宅
相

　

ま
た
、
空
家
バ
ン
ク
の
創
設
や
住
宅
相

談
体
制
の
整
備
、
中
古
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

談
体
制
の
整
備
、
中
古
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
へ
の
支
援
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

工
事
へ
の
支
援
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
生
涯
現
役
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
特

定
健
診
・
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
、
生

活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
等
の
取
組
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
組
織
と

と
も
に
取
り
組
む
「
ま
ち
じ
ゅ
う
元
気
‼

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
、
健
康
づ
く

り
、
介
護
予
防
の
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、『
地
域
福
祉
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
』

を
国
へ
提
案
し
、
全
国
初
の
事
業
化
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
基
本
に
、
高
齢
者
、

子
ど
も
、
障
害
者
、
生
活
困
窮
者
、
就
労
支

援
、
認
知
症
、
健
康
づ
く
り
、
難
病
、
Ｄ
Ｖ
、

消
費
者
被
害
な
ど
の
相
談
に
対
し
て
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
同
時

に
、
庁
舎
内
お
よ
び
各
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
抱
え
る
複
合
的
な
問
題
を
横
断

的
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ

　

そ
し
て
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
施
策
が
円
滑
に
進
め
ら
れ

め
と
す
る
各
種
施
策
が
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
市
の
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を

る
よ
う
、
市
の
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を

行
い
、
新
た
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
と
総

行
い
、
新
た
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
と
総

合
計
画
の
よ
り
一
層
の
推
進
体
制
を
整
え

合
計
画
の
よ
り
一
層
の
推
進
体
制
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

　平成 28年度の市政運営について、3月の定例市議会で亀井市長が基本的な考え方を述べ　平成 28年度の市政運営について、3月の定例市議会で亀井市長が基本的な考え方を述べ
ました。今号では、その一部を紹介します。（市ホームページに全文を掲載しています。）ました。今号では、その一部を紹介します。（市ホームページに全文を掲載しています。）

  総合企画政策室　  63‐7389　

■■  

若
者
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

若
者
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■ 

名
張
躍
進
に
向
け
た
土
台
づ
く
り

　

昨
年
9
月
の
市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、
平
成
28
年
4
月
か
ら
の
固
定
資
産

税
の
独
自
課
税
導
入
に
関
す
る
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決
・
成
立

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
新
た
な
負
担
を
求
め

る
大
き
な
改
革
を
行
う
以
上
、
私
ど
も
行
政

は
、
財
源
の
効
果
的
な
活
用
と
そ
の
成
果
に

つ
い
て
大
き
な
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
持
続

可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
歳
入
確
保
と
歳
出
削
減
、ま
た
、

効
果
・
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、『
新
・
理
想
郷
プ
ラ

ン
』
に
定
め
る
3
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
推
し
進
め
、
名
張
市

が
暮
ら
し
の
ま
ち
と
し
て
未
来
に
躍
進
す

未
来
に
躍
進
す

る
た
め
の
土
台
づ
く
り

る
た
め
の
土
台
づ
く
り
を
、
こ
こ

を
、
こ
こ
22
年
間
年
間

の
う
ち
に
確
た
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い

の
う
ち
に
確
た
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

ん
の
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



3　2016年（平成 28年）4月 10日号

つの重点戦略から見た
 平成28年度の主な事業内容

気創造プロジェクト

　市内在住または移住を予定して
いる若者に対して、地域資源を生
かした起業を支援し、魅力ある創
業環境を整備します。
創業にかかる経費の一部を支援

するとともに、移住のための住宅リ
フォームや、空き店舗の活用に要す
る経費の一部を助成します。

600 万円600万円■若者移住・定住チャレンジ創業支支援事業補助金助金

学生による旅コンテストを開
催するなど、さまざまな取組み
を通じ、地元ならではの観光資
源を発掘し、多様化する旅行者
のニーズに対応していきます。
また、訪日外国人の誘客を

図るなど、持続可能な観光振興、
地域経済の活性化を図ります。

1,009 万円1,009 万円■ 観光戦略推推進事業

市内で創業する若者を支援します。
今年 2月に「なばり旅コンテスト」を開催。
旅行会社と連携し、商品化などを展開していく。

者定住促進プロジェクト
2 億 2,629 万円

　通院に対する医療助成に
ついて、現行の対象範囲（小
学 6年生まで）を平成 28
年 9 月から、中学 3 年生
まで拡大します（入院につ
いては平成 27 年 4 月から
実施しています）。

1,553 万円1,553 万円

　待機児童の問題を解消
するため、地域型保育事
業所に対して、保育所運
営に伴う給付費や、施設
の整備費などを支援し、
地域型保育事業を推進し
ます。

■ 地域型保保育事業

■ 子どもも医療助成事業業

, 万円6,220 万円
　子育て世帯の経済的負担を軽減
し、安心して子育てできる環境づ
くりを進めるため、保育施設に入
所している第３子以降の子どもの
保育料を無償化します（平成 28
年 4月から第３子以降の年齢を３
歳未満とする制限を撤廃）

■ 第３子以降の保育料無無償化事業業

　空家バンクの創設などによ
る情報提供や空家などに関する
コーディネートを行うほか、子
育て世帯が中古住宅を購入・リ
フォームする際の改修費用の一
部を助成するなど、空家の利活
用を促進します。

1,405 万円1,405 万円■ 空家対対策事業

第３子以降の保育料を無償化し、多子世帯
の経済的負担を軽減します。

ホームページ「空家バンク」では市内の空家
物件情報を掲載。※画像はイメージです

待機児童の問題を減らすため、さまざまな保育サービス
の供給を増やします。

涯現役プロジェクト
4億 3,000万円4億 3,000万円

　現在の市民陸上競技場は昭
和 54 年に作られて以降、ト
ラック・フィールド共に老朽
化しています。
　平成 33年に行われる国体の
ホッケー競技会場に選ばれた
のを機に、競技者の安全確保
などのために改修を行います。

フィールド部分の人工芝化や、トラックのウレ
タン舗装などを行います。

■ 市民陸上競技場場改修事業業 1,500 万円1,500 万円
　高齢者、障害者、就労支援、
子ども、健康づくり、認知症な
どの相談に対して、ワンストッ
プで対応していきます。
同時に、市および各関係機関と
のネットワークを強化すること
で、複合的な問題を横断的に対応
できる仕組みを構築します。

■ 地域福祉総合支援システテム構築事業業

地域包括支援センターに相談員を配置予定。

中学3年生までの医療費を全額助成し、子育て世帯
の経済的負担を軽減します。※所得制限があります。

元

生

若


